
6．少子化についての考え方

6-1．少子化問題の捉え方（Q33）

　女性より男性の方が｢直ちに解決すべき」と重大視する傾向が強い。

　グループ別では、男女とも【複数子家族】が最も重大視しており、【継続独身】との間には

顕著な差が見られる。

図表6-1：少子化問題の捉え方（単数回答）（基数：全体）
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6-2．少子化対策への意見（Q34）

　どのグループも、何よりも「経済的負担軽減のための取り組みの充実」を望んでいることに

変わりはないが、その度合いは【複数子家族】で強い。

図表6-2：少子化対策への意見(複数回答）（基数：全体）
(%)
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